別添様式１

[image: image1]
[image: image4.png]



[image: image2.png]


[image: image3.png]



周囲の支えがあって
大分県・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(うすき),臼杵)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(し),市)立EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(みなみ),南)中学校・３年
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(みうら),三浦)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(けい),恵)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(たつ),龍)
　「本当に申し訳ありません。」
僕の隣で深々と頭を下げる母の姿を、僕は何度見てきただろう。
僕は、幼い頃から頭に血が上りやすい性格だった。そのため、いろいろなトラブルを引き起こし、たくさんの人に迷惑をかけてきた。例えば、友達の家の窓ガラスを割ったり、友達を殴ったり。それらの理由は自分勝手なものだ。「もう遊ばん」と自分から言ったにも関わらず、その後「やっぱり遊びたい」と言っても友達が家に入れてくれなかったことに腹を立て，気が付いたときにはもう窓を割ってしまっていた。トラブルを起こす時は、大抵自分の軽はずみな言動が原因になっていて、しかも起こした時にはカッとなっているので、よく覚えていないのだ。
その時、親からとても叱られた。大きな声で怒鳴られたり、何度も「何しよんのか。」とため息まじりに言われたりした。最初は申し訳ないと思っていたしその勢いに怖さも感じていたが、だんだんと叱られることにも慣れてきて、面倒くさいと思うようになってきた。そんな僕にあきれてしまったのだろうか。親も、だんだんと叱らなくなっていった。
僕は、そんな自分自身のことが嫌いだった。トラブルを起こした直後は、心の底から反省しているのに、すぐに同じことを繰り返してしまう。「どうせ俺は」と投げやりになったり、自虐ネタを言うことで心の安定をはかろうとしたりしていた。こんなどうしようもない人間、誰からも必要とはされないんだろうなと思っていた。
しかし、中学三年生になった今、あんなに毎日のようにケンカをしていたことが嘘のように、普通の学校生活を送れている。以前はすぐにカッとなり、気が付いた時には手を出してしまっていた僕だが、今ではカッとなることはあっても手を出すことはない。
それは、周囲の人のおかげだと思う。友達は、僕の自分勝手な言動がきっかけで大ゲンカをした時でも、次の日にはいつも通り接してくれた。周りのクラスメイトも、怒りっぽい僕と距離を置くことなく、クラスの一員として温かく受け入れてくれた。また、先生は、僕とケンカした友達を毎回仲直りさせてくれた。絶対に僕が悪いのだが、僕の言い分も最後まで聞いてくれ、頭に血が上って冷静に話ができない時には、僕が落ち着くまでずっと待っていてくれた。「どうせ僕なんか」と言う僕に、「恵龍のいいところはね・・・」と語ってくれることもあった。僕は、こんな友達や先生がいたから、少しずつ変われていったのだと思う。
自分を振り返りながら、僕はふと、「一度罪を犯した人は、簡単に立ち直れるものなのかなぁ」と気になった。そこで、日本の再犯率を調べてみると、なんと日本の再犯率は四八・七％、検挙者のおよそ二人に一人が再犯者である計算ということが分かった。想像以上の多さに僕は驚いた。なぜ人は同じ過ちを再び犯してしまうのだろう。
自分なりに考えてみた結果、周りの接し方にあるのではないかと思った。罪を犯してしまった人は、どうしても周囲に「あの人は犯罪者だ」という目で見られてしまうだろう。そんな視線の中で平静に生活していくのは大変だと思う。人目を避けるように生活する中で、どんどん人と接する機会がなくなって、孤独になっていくのではないか。孤独になると、もうどうでもいいやという気持ちになってくる。そこで、再び罪を犯してしまうのかもしれない。
僕も、トラブルを起こすたびに、「みんなはどう思っているだろうか」と気になって仕方が無かった。しかし、みんな僕がやったことを知っているはずなのに、避けたり軽蔑したりせず、いつも通り優しく温かく接してくれた。だから、僕は安心してこのクラスにいられる。そんな仲間を裏切らないように、トラブルを無くそうとしている。
犯罪のない世の中にするために、一度罪を犯してしまった人が社会に出たとき、犯罪者だからといって距離を置いたり軽蔑したりせず、普通に接していくことが大事なのではないか。そして、その人なりのよさを認めてあげることが大切だ。そういった周囲の支えによって、人は立ち直っていくものだと思う。
僕にあきれてしまっていたであろう親も、実は先生と連絡を取り合い、僕への接し方を考えていてくれたらしい。毎朝のように自力で起きられない僕を、諦めずに何度も起こしてくれるし、野球の応援には仕事が忙しい中かけつけてくれる。これから僕は、僕を信じてくれる人のために、嫌なことがあってもすぐに行動を起こすのではなく、一度冷静に考えるようにしたい。「自分なんか」ではなく「自分だから」と自信を持って生きていきたい。
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